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日本とニュージーランドのホストタウン交流  

ー「横連携」を大事にしながらー  

（在ニュージーランド大使館）    

在外公館レセプションにおける地方自治体PR 

（在スロバキア大使館主催日本夏祭りにおける岐阜市のブース出展）   

外務大臣及び福島県知事共催事業「ふくしま復興レセプション～ 

挑戦を続けるFukushima～」を開催！  

日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン 

外務省地方連携推進室 

 第1６３号 令和４年９月１日 

(注)次回配信は１０月１日の予定です。 

グローカル通信に是非ご登録下さい。 

登録はメールマガジン「グローカル通信」 より「メー

ルアドレスの登録」 をクリック！ 

ご意見やご質問は、gaimu-renkei@mofa.go.jp 

までお願いいたします。 

   外務省地方連携推進室 

 運営ホームページ 

 グローカル外交ネット  
 をご覧下さい！！ 

「外務大臣及び福島県知事共催事業「ふくしま復興レセプション～挑戦を続ける

Fukushima～」を開催！」の詳細 

「日本とニュージーランドのホストタウン交流 ー「横連携」を大事にしな

がらー （在ニュージーランド大使館）」の詳細 

「在外公館レセプションにおける地方自治体PR 

（在スロバキア大使館主催日本夏祭りにおける岐阜市のブース出展） 」の詳細 

内堀県知事の案内でブースを視察する林大臣  只見線紹介ブースを視察する外交団  

観光名所やスロバキア選手団訪問の様子を展示する

岐阜市ブース  

ステージにて東京2020パラリンピック競技大会

や岐阜市訪問の様子を語るパラリンピック金メダ

リスト達  

東京2020年大会におけるＮＺ選手とのホストタウンの交流の様子

（写真展示）  

ホストタウンについての広報動画  

外 
務省は、地方自治体の首長との共催で、駐日外交団等を対象

に、地方の多様な魅力を国内外に発信し、地方創生を支援する

事業を行っています。7月25日、「ふくしま復興レセプション～挑

戦を続けるFukushima～」が都内八芳園で開催され、駐日外交

団等約140名が出席しました。レセプションでは林外務大臣、上杉外務大臣

政務官(当時)による挨拶、また内堀福島県知事によるプレゼンテーション

「Fukushimaの未来」のほか、福島の桃や日本酒をはじめとする地元産品、

観光、東京オリパラのホストタウン等の紹介ブース、サムライやフラダンサーに

よる演舞パフォーマンスなどで参加者を魅了しました。外務副大臣や外務大

臣政務官も出席し、福島県の魅力を広く発信する機会となりました。  

在 
スロバキア大使館は、毎年7月にスロバキアの首都ブラチスラバ

で日本夏祭りを行っています。2016年から開催していますが、

新型コロナウイルス感染症の影響により、3年ぶりの開催となり

ました。夏祭りでは、茶道や合気道、邦楽コンサートといった様々

な日本文化のプレゼンテーションやデモンストレーションをステージで行いまし

た。また今回は、東京オリンピック・パラリンピックにおけるスロバキアのホスト

タウンである岐阜市がブース出展を行い、来場者に対して岐阜市の魅力発信

を行うとともに、同国の金メダルパラリンピアンによるトークショーも開かれ、同

市を訪問した際の印象などが披露されました。  

ニ 
ュージーランドの首都ウェリントンにおい

て日本文化交流イベント「ジャパン フェ

スティバル ウェリントン」が4年ぶりに開

催され、在ニュージーランド日本国大使

館はその出展ブースにおいて、日本のホストタウン自

治体と協力し、ホストタウン交流の写真展示や自治体

の観光面のPR動画を上映しました。この結果、幅広

い市民の皆様に日本のホストタウンを周知する機会

となりました。両国間で人と人との対面交流が徐々に

再開される中、大使館は東京大会のレガシーを大事

にし、今後もホストタウンを含めた民間交流を推進す

る考えです。  

mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page25_001870.html
mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page1_001241.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001916.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001917.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姉妹都市連携強化レセプション「Friends of Japan」の会を通じての交流  

 （在ベルギー大使館） 

 

                                                                                                           

                   小千谷発！闘牛場でオペラ「カルメン」？！（新潟県小千谷市）  

「姉妹都市連携強化レセプション「Friends of Japan」の会を通じての交流 （在ベルギー大使館）」の詳細 

「小千谷発！闘牛場でオペラ「カルメン」？！（新潟県小千谷市） 」の詳細 

「外国人の目から見た地方活性化 vol.２１ ボシス・トム氏自転車の風が吹き出す山中湖村 」の詳細 

「2022年6月に誕生した姉妹都市・友好都市提携を紹介！ 

（栃木県真岡市とオーストラリア ハーヴィー市、和歌山県すさみ町

とボスニア・ヘルツェゴビナ イェゼロ市） 」の詳細 

  

姉妹都市関連展示物に見入る来場者  歓談する参加者達  （真岡市）石坂市長とギレット市長の署名式典出席  

（すさみ町）岩田町長とイェゼロ市長と署名に立ち会うベリャン大使と伊藤大使  

初めての山中湖 フランス代表選手らとボシス・トム氏  

普段の闘牛場とオペラ公演中の闘牛場  世界的音楽家と市民が協働して創りあげるオペラ「カルメン」公演  

                            外国人から見た地方活性化 Vol.21 

                      ボシス・トム氏 氏  

    自転車の風が吹き出す山中湖村       
✈ 

2 
022年7月、在ベルギー大使館においてベルギーと日本の姉妹都

市連携強化レセプションを開催しました。両国は、8つの姉妹都市、2

つの友好都市、そして3つの友好港関係を結んでいます。通算8回

目の開催となる今回は、"Friends of Japan"の会と題し、各姉妹

都市の紹介ブースや、姉妹都市に係わる物品や写真の展示を行い、参加者に

各都市の取組について知っていただく機会を設けました。姉妹都市・友好都市

の代表者と、同都市で事業を行う日本企業の代表者同士の交流は今回が初

でしたが、自治体に留まらない幅広い関係者間の協力の可能性を大いに感じ

る機会となりました。  

新 
たな絆が、2022年6月、日本と海外の

地方自治体の間に芽生えました！ 

栃木県真岡市とオーストラリアのハー

ヴィー市は、学校間の交流を通じて築い

てきた関係をさらに発展させるため、6月21日に友好

都市を提携しました。2つの地域は、観光、文化、貿

易、商業、教育、社会福祉などの分野で協力を推進し

ていく予定です。 

 

和歌山県すさみ町とボスニア・ヘルツェゴビナのイェ

ゼロ市は、6月30日に双方初の海外との姉妹都市を

提携することになりました。この関係は、駐日ボスニ

ア・ヘルツェゴビナ大使が、豊かな自然など両地域の

共通点を見出したことをきっかけに実ったものです。

署名式では、今後の関係の発展を願い、すさみ町から

大漁旗が贈られました。今後は、産業や観光など様々

な形で末永く交流を続けていきたいとしています。  

2022年6月に誕生した姉妹都市・友好都市提携を紹介！ 

（栃木県真岡市とオーストラリア ハーヴィー市、和歌山県

すさみ町とボスニア・ヘルツェゴビナ イェゼロ市）  

山 
梨県山中湖村では、フランス出身のボシス・トムさんが、同村の国

際振興専門員として活躍しています。ボシスさんはプロの自転車

ロードレーサーを引退後、日本の大学へ留学し、２０１６年に山中

湖村と出会いました。そのとき、「ここは世界で一番綺麗なサイク

リングロードに違いない」と悟ったそうです。東京２０２０オリンピックでは、自転

車ロードレース・フランス代表の事前合宿の受入で活躍し、その後も山中湖を

自転車の聖地とするために尽力しています。  

芸 
術文化を広く発信すべく、闘牛場でのオペラという異色のコラボレーションを実現させた新潟県小千谷市。オペラ開催ま

でには幾つもの壁がありましたが、市民だけでなく幅広い分野の仲間と共に乗り越え、迎えた公演当日。透きとおる夕闇

の下、オペラが披露されると、会場は歴史と芸術の文化融合が頂点に達した喜びの感動と歓声に包まれました。今後も小

千谷市ならではの舞台芸術を行うため、市民を含めた仲間との“協働”を進めていきます。  

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003951.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003947.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003945.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003939.html

